
 

 

 

 

 

 

節目、節目にある行事の持つ意味とは・・・。 

校長 今 泉 勝 徳  

つい先日、桜の便りが届いたと思っていたのも束の間、新緑が芽生え始めて、晴れた日

の青空と新緑の緑がマッチして、気持ちのいい季節となってきました。入学式から 3 週間

がたち、１年生も学校やクラスに慣れてきたようで、元気な声が教室やグラウンドから聞

こえてきています。たった、3 週間しかたっていないのに、入学式の頃の顔つきとは見違

えるほど、お兄さん、お姉さんになったような気がします。 

そんな中、学校行事の一大イベントである運動会の練習がスタートしました。この一大

イベントである「運動会」を「竹の節」 から考えたいと思います。  

日本を象徴する植物の一つ「竹」は、有名な「竹取物語」の一節には、「よろずの事に使

いけり」とあるように、当時の生活用品として、扇子を初め提灯や傘など日常的に使われ

ていましたし、お正月に門松を飾ったり、松、竹、梅の３つを併せて松竹梅と呼んだり、縁

起のよいものと称したり、馴染みのあるものです。 

また、竹は青々としてマッスグ伸びる様子から、清浄な植物のひとつとされ、すくすく

と真っ直ぐに伸びる様子は、子ども達の成長の姿に似て例えられることもあります。立派

な竹への成長には、竹の子の段階から少しずつその成長の過程に「節」を作って伸びてい

て、「竹は節を作って確かに成長する」ものです。 

学校生活の大部分は、授業を中心とした日々の生活ですが、子どもたちにとって「行事」

は特別なものだと思います。「竹の節」のように、時々にあります。節目である行事に向け

た取組を大切にすることで、集団を大きく成長させることができると考えています。行事

本番当日を目指して、みんなで考え、協力して、準備することを通して、学年や学級は集団

として伸びていきますし、集団のもつ「一体感」と言った「空気」も共有するようになり、

最終的には、節目となる行事を成功へと導き、成功した成就感で、節はますます堅固にな

り、更に凝縮した集団が作られます。それが学校行事の持つ力ではないかと考えています。 

ゴールデンウィークが終わると本格的に運動会の練習が始まります。個人、団体と演技

種目が様々なように、子どもの個性も、運動が得意であったり、苦手であったりと、これま

た様々です。競技性のあるものですから、順位はつきものですが、運動会という学校行事

を通じて、子どもたちに成就感や達成感といった気持ちを持たせ「自分はここまでできた！

やれた！」という自信をつけさせたいと考えています。また、学級の一員として一つのも

のを創り上げる過程を共有することで得られる「仲間づくり」につなげたいとも考えてお

ります。 

5 月 18 日（土）運動会当日は、保護者はもちろん、御家族・地域の方々の、一生懸命

に頑張る子供たちへの暖かい声援を、是非ともお願いいたします。 
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１日（水）ＰＴＡ小中合同組織会          14 日（火）小中合同運動会全体練習予備日 

役員会・委員会１８：３０～       15 日（水）運動会予行練習 

3 日（金）憲法記念日               18 日（土）泊小中学校運動会 

6 日（月）振替休日                20 日（月）交換休業日 

7 日（水）小学校運動会全体練習          21 日（火）弁当持参日 

8 日（水）小学校運動会全体練習          24 日（金）クラブ活動組織会 

9 日（木）小中合同運動会全体練習          28 日（火）読み聞かせ（ボランティア） 

      PTA 環境整備作業（予定）         30 日（木）歯科検診１３：３０～ 

１０日（金）小中合同運動会全体練習         31 日（金）眼科検診１３：４５～ 

 

 今年度最初の参観日が行われました。子ど

もたちの様子はいかがだったでしょうか。１

年生は、わずか 2 週間の間で園児から児童

に大変身。学校のルールを守って生活し、元

気いっぱいで学習する声が校内にこだまして

います。２年生から６年生の子どもたちも、

学年が一つ上がり、落ち着いた態度で学習に

臨んでいます。職員一同、子どもたちが「学

校が楽しい」「友達といることが楽しい」「勉

強が楽しい」と、学校生活に喜びを感じられ

るよう取り組んで参ります。 

今年度も、保護者の皆様の御理解・御協力

をお願いいたしま

す。                        

                

 

 

 

 

       

 イベント広場前から南側の海岸に打ち寄せ

られたごみを約５０分間、全校児童で拾いま

した。9 名の保護者にも参加していただきま

した。お子さんやお孫さんと共に活動する姿

は微笑ましかったです。漁協の方には、ごみ

の回収や分別をしていただきました。地域一

体となって活動することによって、「自分たち

の自慢の海は自分たちの手で守る」という「泊

一心」の精神が脈々と引き継がれていくこと

と思います。正に郷土愛を育む素晴らしい学

習になりました。 

 御協力いただいた方々に感謝するととも

に、次年度も時間に余裕のある方の御参加を

お待ちしています。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生 2 年生 

３年生 4 年生 

5 年生 6 年生 

こいのぼりづくり 道徳「きれいな羽」 

国語「最高の一日」 わたしたちの県 

体 積 ものの燃え方と空気 

学習用具の持ち帰りについて 
先日の参観日で教科書等の持ち帰りについて話題

が出ました。職員で話し合った結果、以下のように
決定いたましたのでお知らせします。 

〇国語（音読） 
〇算数 
〇出された宿題に合わせた教科（理科や社会など） 
〇タブレット（5 月下旬から実施予定） 
〇筆記用具 
〇連絡帳 
🔶使用頻度の低い教科書は学校に置きます。 


